





























を抱くようになった。つまり、大阪の会話ではr.  .  .  (接続)・・・・・・ (接続)・ ・・」
のように、接続詞や接続助調などの使用によって発話が長くなり、東京の会話では














































データ 02160 02170 03290 04020 01140 
大
話者 F S N s * T A 場 C* N κ 
阪 年齢 22 22 27 26 31 31 31 31 30 31 
出身地 大阪市 大阪市 大阪市 大阪市 高槻市 茨木市 寝屋川市 寝屋川市 大阪市 大阪市
データ 0219 T 0928 T 1023T 124T 1126T 
東
話者 K A M B u * M A B A 均 8 
京 年齢 22 22 26 26 33 33 22 21 25 24 
























番号 発信 泊数 t十 他
01 S ?で (0.68)なんやろうな 食事とか. 15 
02T ん
(01 S) まトイレとか Tも 8 
03 T ん:
(01 S) やっぱ全部1人1人大変やしさ ・ 20 
04 T ん[:1 
(01 S) [や]からか↑な↓ 6 
05T ん し ]
(01 S) [知らん]でhhh[hh.hl 4 53 S 
06T >[でも1<<先生の人数 :> (0.97) 12 
07S あっ [Tでそ] g思 * 



















百語科学論集t.s24号 2020年 17 
ている。データの観察から約2.0秒以上の沈黙がある場合、本稿では便宜上、その前後
の発話内容を検討した上で、発話を分割するか否か判断している。
【例2】 (1124 T) 
j主目 番号 発話 拍数 Z十
019 もったいない本 8 8 
02A いろいろある. 6 6 
039 そうこれもさ :いっぱいあるからわかんないじゃん. 22 22 
'ー' 04A ね!(5.5)あそう.これ見てた私.<パブウ> 1 1 
























データ 02160 02170 03290 04020 01140 
話者 N 1 s T 1 s A 1 c K 1 N 
発話数 1001103 193 1191 152 1148 137 1137 
発話合計 320 (1) 203 384 300 274 
モーラ総数 10622 10180 13305 10484 12687 
笑い出現数 30 79 87 28 44 
データ 0219T 0928 T 1023 T 124 T 1126T 
話者別 A 1 K B IM M lu A 1 B A IB 
発話数 147 1146 241 1229 
発話数合計 293 (1) 343 470 (1) 297 (1) 294 (4) 
モーラ総数 1034 12788 10589 9755 1516 



























(01 N) I [hhhhhhhhJ， h確かに確かに (0，99)え*本さん (1，65)どうなるんやろ
(02170) 
五百五百
うな rま lあでもなんかいー (0，65)移動するとかは特に無いと思うけ1771 Is 
ど ・(0.68)ないんかなつよくわから[んけど]なんかその辺の人事=
02s 1 [あ :: J 1 
(OIN)1 =もどうなるんかやし ・(1.65) 110187 
03S 1ニ人離した方がいいと思うけどなふ 1 20 
04N Iん・ |
(03 s)Iってかニ人とも (. )ん ・・・(1.30)畏く居すぎ 1 22 1 42 
05N 1うんうんうん[それはJ: あるか[も J 1 16 1 16 
06S 1 [っていうJ [だっ]て ーh普通に考えてさ 1 15 
07N 1うんうん[うんJ 1 
(06S) 1 [統]指ってよ司ゃん 11 
08N 1うん[うんうんJ 1 
(06s)1 [めっち ゃ]歯向かうやん 1 9 
09N 1ん:[: : J 1 
(06 S) 1 [. hえ]上司に[そんなただの契約社員が歯向かう?みたいなJ 1 27 
10 N 1 [h h h h ，h h h h h . h h h h h h h h h ，hJ hh， hh = 1ー
(06S)1 =そう北エントランス聞ける[こと]になった (ので)[あん時も]めっちゃ135 1 97 












【例4】 (1023 T) 
番号 発 I苦 伯数 Z十 他
01M hh (1. 7)あのシャケマヨしかね(38)' うん，(1. 4)そのシャケマヨすら最
31 31 Is 
近あんま食ベないよ
02U お米嫌いなの? 9 9 
03M 米好きなんだけどさ . 1 
04u うん
(03M) なんだろうね目飽きちゃうみたいだね 15 26 
05u 食べるのに 5 
06M うん
(05U) でも子供はそうだよね。 = 12 17 
07M =うんあたしのにぎりがでかすぎてさ ・ 17 
08u うん
(07M) 途中から織になるんじゃない?(0.7) 14 31 
09u h h (0.7)まあ2謄lまな 7 7 Is 
10M うん(1.4)まあでも食べてほしいじ ゃない 15 
1 U うんうんうん
(10M) いっぱい纏 っちゃうんだよね?(1.7)'ん ，それがいけないのかな?
25 40 
(3. 1) 



























11.6 ‘・--.--ミ8.& 8.4 T.4 
話に笑いが出現していた。一方、東京の 〈図l 発話全体における笑いの出現割合〉

















02160102170103290104020101140 0219 T 1 0928 T 11023 T 11124 T 1126 T 
発信数 270 138 317 244 205 238 285 431 237 224 
モーラ総数 4328 3239 5314 4060 4168 4253 5808 7652 3839 3836 






















































02160102170103290104020101140 0219 T 1 0928 T 11023 T 1124 T 1126 T 
発E吉数 30 44 37 32 37 34 30 32 38 35 
モーラ総数 2041 3031 2470 2155 2815 2473 2167 2044 2648 2446 
















番号 発信 4自1散 E十 他
01 A なー投げたいときっていうのはわざとそれを軽〈作って[中]に重り= 32 
028 [あ:1 
(01 A) =を入れた りして・ 8 
038 ああ
(01 A) いい感じにちゃんと 9 
048 」
'ー
(01 A) 周りがちゃんと盛り上がるようにね? 16 65 
058 くるっと鱗麗に飛んでいく感じなのねつ 19 19 




(06A) せ一生花ってさーあの生のお花ってさ 18 
088 うん
(06A) 結術重たいじゃん 10 72 
拍数の行にある*は、発話の意思は見られるが実際に発話交替が生じなかったものを表す。


























































ぶ± 02160102170103290104020101140 0219T 10928T 11023T 1124T 11126T 
発1百数 10 8 13 9 13 1 15 3 15 12 
モー ラ総数 1181 995 1532 1081 1525 1423 1949 316 1880 1460 
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